
Ⅲ ヒアリング調査結果 

鹿沼市 北光クラブ 

【活動の概要】  北光クラブでは、子どもたちが学校で学習している

時間帯に、空いている学校施設を有効に活用してい

る。そこでは、地域の人々や保護者がサークル活動

（生涯学習）をとおして学んだ成果を子どもたちの授

業やクラブ活動に生かしていけるよう、地域に根ざし

た豊かな学びを創造し、コーディネートをしている。 
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【始めるきっかけ】  鹿沼市立北小学校では、早い時期から地域との連携をすすめており、多くの地域住民

が授業にかかわりをもってきた。やがて、それらの人々は、当時の校長先生をはじめと

した教職員の働きかけに応じて、1977 年にはスクールアシスタントを、翌年には家庭ク

ラブを結成した。1999 年には、子どもたちの豊かな体験づくりのためのサマースクール

を、2000 年には、北小学校にかかわる様々なサークル等が発足して活動が活発になって

きたためネットワーク化の検討が始まった。そして、同年４月に４つのサークルをネッ

トワーク化した北光クラブが発足した。６月には、ＰＰＣ（ペアレントパソコンクラ

ブ）が発足し、北光クラブに加入した。 

【活動の内容】  北光クラブは北小学校を活動の場とする地域住民の

サークルである。各々のクラブは各々学校と連携した

活動を独自に展開しているが全体として行う事業もあ

る。 

○サマースクール  

 夏休みに開催する子ども向け講座（一部親子向け）

で、1999 年から始まる。鹿沼市立北中学校のボラン

ティア委員会の協力を受けたり、作新学院ボランティ

アセンターの高校生の企画による講座が開設されるなど、当初４講座でスタートした

が、今では２５講座に拡大し、子どもたちの豊かで貴重な体験の数々を提供している。 

○チャレンジスクール 

 学校週５日制の実施に伴い、子どもたちが休日を有効に活用して充実した時間を過ご

せるようにと、2002 年６月から始まる。子どもたちの興味・関心を把握し、それをもと

に地域で何ができるかを話し合い、実施する内容を決める。2003 年には、自治公民館を

開放し、出前講座を開催したり、2004 年には、ボランティアティーチャーに呼びかけ、

年間計画を立て実施している。 

○地域の教育資源の活用（授業支援） 

 「子どもたちのための豊かな体験づくりを地域の手で行い、地域の子どもは地域で育
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てたい」という想いから、2001 年から北光クラブ自らが貴重な体験や専門性のある方々

を地域の教育資源として募集し、総合的な学習の時間等のボランティアティーチャーと

して活躍してもらっている。  また、地域にある様々な施設も有効活用している。 

【成果と課題】 「子ども」をキーワードにした地域の教育力のネットワーク化を図ることにより、地域

住民の生涯学習としての学びの場を保障し、その学びの成果を子どもたちのための豊か

な体験づくりや学校教育の支援などに生かしている。このことは、子どもの教育の充実

につながり、自らの学びを充実させている。今後は、地域の教育力をどう高めていく

か、住民と学校、また、住民同士の信頼関係をどう築いていくかが課題である。 

 

 

★ ここが特徴！ 

   

  

☆ 「子どもの成長」をキーワードにした地域のネットワークの核となっている。 

☆ 地域住民の学びの成果を生かす場として、有効に機能している。 

☆ 教員と一緒になって授業づくりが行われている。 

☆ 地域の教育資源を活用していく上での地域と学校を結ぶコーディネート機能が充実し

ている。 

☆ 地域が子どもたちのために何ができるかを常に模索し,実践している。 

  

   

 


